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研究成果の概要（和文）：英語面接に関する知識・技能・心理面の育成を目指し、動画による個別学習やビデオ
通話による演習を導入した英語面接訓練プログラムを完成させた。一斉指導で英語面接に関する知識（質問内容
や期待される回答、発音・聞き取りのコツ等）をインプットした後、動画を利用して個別練習させることで、英
語発話における技能（流暢性・正確性・複雑性）が改善することを実験で確認した。また、一斉指導後にクラス
内ペアで面接官と受験者のロールプレイ練習をさせ、その後にビデオ通話を利用した国外の英語話者と面接演習
をすることで、英語ライティングにおける流暢性と正確性が上昇することや、心理面における改善も確認した。

研究成果の概要（英文）：To develop knowledge, skills, and psychological aspects of English 
interviewing, we developed a training program that incorporates individual video-based practice and 
video-call-based training. We confirmed through experiments that video-based practice could improve 
learners' speaking skills, and video-call-based training enhanced writing skills. We also showed 
that the whole training process improved participants' intrinsic motivation for speaking practice.

研究分野：応用言語学(SLA)、音声コミュニケーション

キーワード： 留学支援　英語面接指導　英語学習心理　英語発信力　英語学習不安　ブレンド型授業　不安軽減　内
発的動機づけ

  １版
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研究成果の学術的意義や社会的意義
社会的意義：本研究で開発した英語面接訓練プログラムは、英語学習者の面接・言語・心理面における改善の効
果が確認された。よって、海外留学や進出を目指す生の支援に活用できる。
学術的意義：英語面接に特化したブレンド型訓練法として、動画ベース個別学習とビデオ通話ベースの面接演習
を組み合わせたものは過去に報告されていない。本研究では訓練法の詳細とその効果を具体的に英語論文で報告
した。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
海外関連業務を任せられる人材の育成、言語・異文化スキル向上のための留学促進が叫ばれ、英
語教育の重要性が増すなか、日本国内の学生について以下のような課題が存在していた。 
 
(1) 英語を話し書く能力が国際比較において低い傾向にある。 
(2) 日常的に英語に触れる機会がなく、使用頻度が低い。 
(3) 英語の使用や学習に対してネガティブな気持ち（不安など）を持つ傾向にある。 
 
一方で、留学試験や海外インターンシップ採用試験の一環として、ビデオ通話を用いて英語面接
を受ける機会が増加傾向にあり、日本の学生が英語面接でいかに良い印象を残せるかを研究し、
指導する必要があった。 
 
２．研究の目的 
英語面接に関する知識・技能・態度の育成に着目し、効果的な英語面接訓練プログラムを作り、
その効果を検証することを目的とした。この訓練プログラムは「体験学習」を重要視し、動画教
材によるアウトプット練習や、ビデオ通話を利用した英語コミュニケーション・英語面接の演習
を取り入れる計画をたてた。また、この研究により学習面における留学支援に貢献したいと考え
た。 
 
３．研究の方法 
英語面接訓練プログラムは、図１のような流れと、複数の学習スタイルの組み合わせを想定した。 

図１： ブレンド型英語面接訓練プログラム*1 
 
この全体像をベースとし、各要素で必要となる指導内容や教材や機器等を準備した。具体的な手
順としては、(1)英語面接に関する調査（質問内容と期待される回答、よく出る質問の聞きとり
難い箇所など）を行い、(2)英語学習・使用の不安と動機づけに関する調査・文献研究を行い、
(3)訓練前に行う不安軽減法の紹介と動機づけの方針を固め、(4)一斉指導の教案と教材を作成
し、(5) 個別に面接練習ができる動画の作成と e-learning環境整備を行い、(6)ビデオ通話を用
いた英語面接演習を実施するための環境整備を終え、パイロット版プログラムを完成させた。 
 
その後、本プログラムの言語面・心理面における効果検証を行うため、トライアンギュレーショ
ンを意識し、下記を用意した。 
(1)発話テスト・評価基準 
(2)英語ライティングテスト・評価基準 
(3)英語教室不安尺度、英語学習動機付け・自己効力感尺度 
(4)学習日誌フォーマット・分析基準 
 
以上の準備を終えたのち、動画教材のみを利用した場合の効果検証や、ビデオ通話を利用した面
接演習のみを利用した場合の効果検証を行った。 
 
４．研究成果 
主な研究成果は以下の通り。 
 
(1) 英語面接 5 つの基本質問を設定し、これらの聞きとりと返答練習ができる動画を作成した。
北米出身の実務教員に出演してもらい、普段通りの音声変化を豊富に含む話し方で大学教員の
つもりで面接質問をする様子を録画し、教材化した。この動画を教材として授業で導入し、探索
的に学生の英語会話技能の改善を試みたところ、動画内の質問に対する発話における①流暢性、
②正確性、③情報量が改善していることを確認できた。本研究内容は、外国語教育メディア学会
関東支部研究紀要において報告*2した。 

一斉学習
• 面接
• 言語
• 心理

個別学習
• 内省・整理
• 個別練習

ペアワーク
•ロールプレイ
•情報交換

面接演習
• 実践
• 体験



 
(2) 日本の学生の英語学習と使用に関連した不安の程度を調査し、要因を分析したところ、「単
語を覚えても忘れてしまうのではないか」、「いざ外国の人と話すとなると頭が真っ白になり何
も話せないと思う」といった漠然とした非合理的な考え方に起因する傾向が明らかになった。そ
こで対策として、こうした非合理的な思考を「合理的」で「ポジティブ」な思考へ転換させるこ
とを目的とし、ポジティブセルフトークという学習方略の使い方を指導したところ、英語不安の
有意な減少を確認することができた*3。 
 
(3)英語面接の「体験学習」と演習の機会を与えるため、ビデオ通話を導入した演習法を構築し、
効果検証したところ、演習を体験した学生の英語不安が有意に軽減していること、未体験者につ
いては有意な低下には至らないことを確認した。 
 
(4) 様々な改良を重ねて「ブレンド型英語面接訓練プログラム」を完成させ、授業で導入し効果
を調べたところ、本訓練を受けた者は①英語面接に対する自信（自己効力感）が高まり、②英語
の知識・スキルの獲得を自己の成長と関連付けるようになり、③英語の練習自体を楽しめるよう
になる傾向を確認することができた。 
 
 
＜引用文献＞ 
*1遠山道子 (2021)「映像を活用したブレンド型英語面接訓練プログラム -英語学習の楽しさを
増し、不安を軽減する-」、ウェブマガジン『留学交流』、pp.17-24. 
*2 遠山道子(2019)「英語面接における会話技能の育成に向けて―デジタル動画の開発と応用ー」、
外国語教育メディア学会（LET)関東支部研究紀要、3巻、pp.69-82. 
*3 Toyama & Yamazaki (2021) Anxiety reduction sessions in foreign language classrooms, 
The Language Learning Journal, Vol.49(3), pp.330-342. 
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